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内

最近石炭や石油にとって代って天然ガス カと

容

スガ所糾

梗 概

(イ拍=分解ガス)が各種†㌻成化学工 の原料として,
また都市ガスとして大々的に利用されるようになってきたこしかし天然ガスや石油ガスは石炭や石油のように

大量に消費地に輸送することはガス状のままでは経済的,抜榊勺に困難であるため,これを石油と同様に液化

して液状で消費地に輸送できれば,今までむだiこ燃焼されている天然ガスや射由所ガスを大量に利用できるこ

とになる｡こうして生れてきたものがLPG(液化石油ガス)と呼ばれるものである｡

日立製作所でほ今までにLPGを対象とした高圧貯蔵基地の研究を行ない,各所に基地を建設してきたが,

近来需要の増加とともに大容量低圧貯蔵基地の建設に対する要望が多くなってきた｡

以下高圧･低圧両貯蔵設備およびガス化供給設備について概要を述べる｡

l.

(1)LI)Gの性状と定

緒

LPGはわが同では一舶に｢プロパンガス｣と呼ばれているが化′､f:

的に見れば,

フ ロ パ ン

フ ロ ビ レ ン

ブ タ ン

プ チ レ ソ

(C:jHさ)

(C3H6)

(C4HlO)

(C4H8)

などの低級炭化水素ガスの混合体であることが多く,正確にいえば

｢液化混合炭化水 ガス｣と呼ぷべきであるが,外国ではLiqui鮎d

PetroleumGas(液化石油ガス)の頭文字をとってⅠ･PGと略称す

ることが多い｡JISでもこれにならって｢液化右仙ガス｣と呼ぶこ

とになった｡

LPGは一種またほ数種の炭化水素の化rナ物であり,炭化水素は伏

素と水 の化令物でその種類はざわ禎て多く,常軌肯=ミで気体のも

の,液体のものあるいは阿榊)ものがあるJ炭化水素〃)分-J二は炭素

原fが適崩して小心となり,そ叫那鋸こ水素原丁が結合してできて

いるがこれらノー)原-rの新出ノミ態によって次のように分類さ戎Lる｡

鎖式炭化水
脂肪族炭化水

炭化水

ー飽和炭化水素

(蒜孟詣ン系)

ー不飽和炭化水素

･一芳香族炭化水素
際式炭化水素-｣ナフテン系炭化

;水素

オレフィン系炭

アセチレン系炭

弓化水
′-そ

の 他

一そ
の 他

この中,環式炭化水素ほ炭素原子が環状に結合しているもので,

LPGには直接関係がなくLPGの対象となるものほ鎖武威化水

ある｡

弟l表に鎖式炭化水 のおもな品名と性質を示す｡

(2)LPGの利用

LPGがわが国で利用され始めた当初は家庭燃料用の→部に利用

されるにすぎなかったが,最近はその利用分野も飛躍的に拡大され

ている｡LPGのおもな用 としては第2表に示すものがあげられ

る｡

策2表にホすようにLPG~｢業の将 は一に消費量の増大にかか

っているれ品止けぷ要増加傾向け眉3表によってもうカ､がうこと

ができる｡

*
日立製作所川崎工場
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第1表 炭 化 水 素 の 性 質

途

`家 庭 用

満票吼業務川

たん】l二巣川

執維｣二 業用

鉄コ∴造船所用

金属二l∴菓用

他

第2表 LPG 用 途 一 覧 表

利 用 箇 所

千川う軌暖帝,風呂温水用(集団供給=‥･･ブタン)

食堂,工場,学校給食用,旅館,病院などのち払う帝,旅館,病院な
どの暖房用,_l二場,'牛業所,社宅群への配管供給,工場,事業所
の簡易暖房用

軌
札
∴

竹
燥
リ

食品保存用,不活性ガス製
､(大規模な場合ほブタン)

やソホ守,アニテレなどの加工用,ビスケット,菓子類の乾
原料,製茶,轡尊二葉のキエフー

毛より枚燃料,布地のべ--キング,布出乾燥

切断,スカーフイイブ,焼曲げ,焼戻,焼はめ,ロ‥付け,パピ

ットノク′ン溶軌火道,■リベット加熱,鋳型,砂型の乾燥用

ガス浸炭,無酸化光輝流入,光輝焼鈍のふん囲気用,急速加熱用

ト
用
用

.
存
業

夕
保
窯

ツ
ト
､
｢
ノ

ラ
ソ
ら

ト
ナ
ふ
⊂

ト
ぺ
を

フ
,
分議

オ
剤
な

7
霧
ス

ラタメなどの燃料,エアゾール用噴

,陛
不活性ガス製造用,陶磁器,ガラ
料

第3末 LPG の年度間 消費量

2.LPG貯蔵方法

LPGの需要は年間を通じて非常に不安定のもので,掛こ夏季と冬

季との需要の差は大きな開きがある｡一方のLPG生産は需要の波

とは無関係で,かつ 油所事情により製造装置に定期的修理期間が

あり,その期間はLPGの生 ほ停止される｡したがってLPGの

版元に当っては需要と供給のバランスを保った捌こ大量のLPGを

貯蔵することが必安になってくる｡そLてこの貯蔵問題はLPG

業が公J珊ミノう了もっているた舶二,こけ事業ろ_■~ll常に潅解させ㌍二捏}
l

安の女
一-

什■ であ る｡

LPGの貯蔵には上述のような需要供給関係からくる重要性とは
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別に,貯 に当っての保安上災害防止に適した貯蔵を行なうことが

必要である｡またLPGの貯蔵方法はLPGの輸送方法と密接不可分

の関係をもっている｡したがってそれぞれの輸送方掛･･こよって貯蔵

方法ほ異なってくるが,大別するとつぎにあげる3種に分けること

ができる｡

高圧式貯蔵法

低圧式貯ブ

貯下地

以上3種類のうち,

法

法

.･;
旺,

法である｡地下貯蔵法は貯

低圧式貯雇 法は一般的に用いられる方

法としては経済的であるが,地域が限

定されるために実現性に乏しい〔〕上にあげた3力闘こついて概略を

述べる｡

2.1高圧式貯蔵法

これは最も一般的に用いられてきた貯蔵法で,常混で液化しやす

いLPGを対象にするものである｡すなわち,プロノバソ(C3H8)ブタ

ン(C4HlO)などが.那孟でも10､3気圧以下で液化すので,この圧力

に耐えるタソクを製作し液化ガスを貯蔵する｡またタンク内の圧力

が上昇した時は,リリーフバルブによりこれを大気･1一に放出する｡

また,この貯蔵法は小品貯弄

.
ト
リ貯量大 つぎの2種掛こわ

けることができる｡

(1)容捌こよる貯蔵(荷造晶貯蔵)

ゎがl一軒では現在容捌こよる貯蔵がほとんど大たl;タナを占め,販シ■己

業者の形態によって50kg,45kg,20kg,51くgなどの各種容ぷ

が利川さJL,貯 所に貯蔵されている｡これらの容器は同時に輸

送用を兼ねている｡この方法はそのまま伯榊こ愉送に移すことが

できるが,大量には貯蔵できずまた,需要に即応するために必要

以___との容器を保有しなくてはならないという欠点がふる0

(2)貯蔵タンクによる大量貯祓(正味貯蔵)

この方法は市場中心地に設けてある貯蔵所に必要の容量(4･

LPG充てん基地の大きさの決定法参購)の貯成タソグを一設置1,

この貯蔵タンクから前述の小形解掛こ充てんする方法であるし)最

近では経営の令射ヒ,販う捏)拡大を計るためにそれぞれの規模に

応じた貯蔵タクンを備える傾向になってきたっまた大尉こLPG

を扱う場合には,これによって容器を固定させるのは大きな損失

となるので, 貯

形態である｡

タンクによる貯蔵方法を採用するのが合即〔【勺な

2.2 低圧式貯蔵法

従来多く用いられてきた高圧式貯蔵法はタンクの壁面が厚くな

り,かつ気化損失が多く爆発の危険性があるし｢近年低湿載術の発迅

により∴低温時の金屁脆性の問題が解溌され,1JPGの附Eノー丈貯蔵法

が考えられるようになってきた｡

本装間は貯蔵容量を大きくする川廿ご,ガスを常任で液化させ,

肉厚の蒔い大容品のタンクに貯蔵する方式である･〉この場合貯蔵軌

によりそれぞれ限度が遡るのでその代 例にして,6填でプロノペソ

(C3H8)およぴブタン(C4HlO)の貯蔵について述べる〔〉

2.3 地下貯蔵法

地殻を椚成する岩床伸こガスを貯蔵する技術で比較的近年に開発

されたものであるっ

大別すると,

廃ガスローl,廃油田を利用する方法

新たに掘削し,貯蔵する方法

などがある⊂いずれも貯蔵するLPGと接触する岩層が非浸透性

で,貯蔵LPGを汚損する物酢を含まないことなどの地即〕制限を

受けるため,ⅠノPGの貯祓法として経済的ではあるが実現性に乏し

い.｡

3.移充てん方法

3.1小口充てん方法

移克てん方法には階段式流し詰方法,加圧式移充てん,手動ポン

プによる詰替方法(策ト3図参照)などがあるが,これらの方法で

は非能率で,ガスの損失が大きいうえに放出ガスに引火の危険性も

あるのですたれつつある｡しかし最も基本的な方法であり,これら

のカ捌こ用いられる器具は他のすべての場合に使用される｡

3.2 圧縮機による大量詰菅装置

この方法によると,タンク串またはタンクローリで運ばれて来た

大量のLPGを短時間に貯蔵タンクに移充てんできるので,基地の

貯蔵タンクにはこの方法が用いられる｡この方法で移充てんすれば

LPGは迅速に移充てんでき,四方弁を切換えるだけで,タンク革ま

たはタンクローリに残っている残ガスを終圧1～1･5気圧まで回収で

きる(ただし,実際有利にl可収できるのは2気圧どまりである)0残

流 詰 方 式

親

密

器

第2図 加 匠
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匿装んて充

手酌ポンプ

錯3図 手動ポンプによる詰啓装置
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第4図 日 動 充 て ん 装 置

第4表 家族数と平均消費量(単位kgl箇月平均)

ガス回収量はおおよそLPG移充てん量の4～5%位である｡

3･3 貯蔵タンクから小口容器への移充てん

充てん作業員は容器移動の肉体労働のうえに,充てん量の過不足

を生じないためにはかりの動きに合せ,手早く弁の操作をしなけれ

ばならずたえず神経の緊張を要求される｡したがって1人で2台以

上の充てんロを受け持つことは不可能である｡これを解決するには

過充てんを防止して秤量の正確･均一をはかり,作業員が安心して

作業できるよう弟4図に示すような自動充てん装置を取付ければよ

い｡

この貯蔵タンクから小口容器へ移送する動力源にはプロパン液ポ

ンプを使用する｡

4.LPG充てん基地の大いさの決定法

プラントから一般需要家にLPGな供給する場合,供給戸数に対

する設備を決定するのは一般家庭のガス消費量によって決定する｡

しかしながら現在わが国では一般家庭のガス消費量の統計的数字は

まとめられていないが,家族数と平均消費量は弟4表のとおりであ

る｡

この値ほ,LPGが家庭用として利用され始めたのがごく最近の

ことで,正確な人数別家族単位による統計ではない｡

第4表から1箇月平均消費呈を5人家族の冬季を基準として

10,000戸対象とすれほ概略20×10,000二200t/monthとなる｡

いま,プロパン液が1週間おきに納入されるとすれば11司の受入

蓑は約50tは必要であり,少し余裕をみて60t貯蔵タンクを作れば

よいということになる｡

5.LPG高圧貯蔵装置

5.1設 備 概 要

本装置はタンク車に上り運ばれてきたプロパン液をプロ/ミソ圧縮

機により球形貯蔵タこ/クに移送し,さらに貯蔵タンク内のプロ/ミン

液をプロパンポンプにより,小口容器に移送して,小口容器に充て

んしたプロパン液を市販できる一連の設備である｡また本装置はタ

ンク車の残留ガスを球形貯蔵タンクに回収できる能力をもってい

る｡

5.2 計 画 条 件

処 理 臼 プロノバソ(C3Ii8)

処 理 量 150t

貯 蔵 量 60t

移 送 能 力 13,300kg/h

充てん能力 7,200kg′′h
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5･3 主要横器類の概略仕様

(1)プロパン30t球形タンク

内 容 物

本 体 材 資

内 容 積

球中心 l笥

本 体 内 厚

脚

設 計 圧 力

気密試験圧力

耐圧試験圧力

熔接部検査

(2)プロパン圧縮機

形 式

諸 元

付属電動機

(3) プロパンポンプ

形 式

諸 元

付属電動機

(4)自動充てん機

形 式

元

第44巻 第2号

液化プロパン

QT-60B(高張力鋼)

71m8

3,800mm

19mm

7B SGPx6本

18.5kg/cm2

20kg/cm2

30kg/cm2

全線Ⅹ線検査(JIS2級以上)

立形一段圧縮

口 径

気 筒 径

衝 程

回 転 数

吐 出 量

耐圧防爆形

ロータリ式

口 径

ポンプ回転数

吐 出 量

耐圧防爆形

ltコi--

90mm¢

70mm

460rpm

49,14m3/h

7.5kW

2in

420rpm

68kg/min

3.7kW

LPG予備自動式

はかり量最大140kg

感

充てん

(5)計装爛空気虻縮機

形 式

諸 元

付属電動機

(6)真空ポ ン プ

形 式

諸 元

量

刀て

100g

圧力指示ダイヤル式

立形日動アソローダ式

最大圧力

気 筒 径

衝

気 筒

円 転

吐 出

数

数

量

耐圧防爆形

ロータリ式

吸 入 径

排気容量

到達真空度

回 転 数

付属電動機 耐圧防爆形

5.5kg/cm2

60mm¢

45mm

3

1,350rpm

515J/min

2.2kW

1in

O.965nlソmin

O.05mmHg

450rp皿

1.5kW

5･4 配管系統および操作の概要

配管系統図は弟5図に示すとおりである｡

(1)プロパン液受入操作

(a)鉄道側線にタンク申が人草したら作 員は受入スタンド

でチクサンジョイントをプロパン液取出口,およびプロパンガ

ス封入[lに接続する｡接続部ほ金属製ネジ込みカップリングで

簡j割こ接続することができる｡

(b)球形タンクのガス抜き口のバルブ(1兢-i)を開き,四方

弁を"移送"の方向に向けプロパン圧栢殿を運転する｡球形タ



LPG 移 克 て ん

墜準甲不アン仁

備 に つ い て 329

第5図 LPG基地プロパン系統図
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第6【ヌI LPG 基地配置 図例

ソクの下部の液入仁I弁(2B)を開いてプロパン液を受け入れる｡

受入量は球形タンク付属の液面計により読みとることができ

る｡

(c)プロパン液を球形タンクに遇充てんした場合には上限液

面警報器が働き警報を発する｡

(d)受入れの能力は7,200kg/hである｡

(e)タソクローリからプロパン液を受け入れる時も前記と全

じ要領で操作する｡

(2)タンク車残留ガス回収

(a)プロパン液の受入れは操作が終ったらそのままの状態

で,四方弁を"回収"の方向に向けて,プロパン圧縮機を運転

する｡

ム
〓
手
中
ク

場
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(b)タンク中内の終圧が3kg/cll12

になった時プロノバソ圧縮機の運転をIL

める｡この場合,タンク巾の終圧はプ

ロパン圧縮機の吸入圧力計を見て操rl三

する｡

(c)タンクローリの残留ガスも前記

と全く同じ要領で操作する｡大体終止

3kg/cm2 まで回収するために要する

時間は90～120分である｡

(3)受入阿収作 が終った後,作

はプロパン液取出口,およびプロパンガ

ス封入口の元弁を閉めてからネジ込みカ

ップリソグをはずす｡

(4)プロパン液のボンベ充てん

プロパン液をボンベに充てんする媒作

は充てん室に設粧されている日動充てん

機の秤量台で行なう｡

(a)まず,球形タ 貯にクン してい

るプロパン液をプロパンポンプにより

取出し送液するとともに計装用空気圧縮枚を

し,自動充てん機のダイヤプラムバルブに圧縮空気

｢ (1･5kg/cm2)を

(b)自動充てん機のはかり台上に空ポソべを置き,

風袋 量と充てんすべきプロパンの重量を秤杵(しよ

｢

うかん)にセットする｡空ボンベに空気が入ってい

る時は真空ポンプにより空気を排除してから使用す

る｡

(c)つぎに充てんホースをボソべに接続し,ボンベ

付属弁およびホースのバルブを開いた後,作動ボタン

を押すと,プロパン液がポソべに流入する｡

(d)なお,本装置は予備自動充てん式であるためも

う一本の空ボンベを補助ローラに載せて,前記の要領

でプロパン液を封入する｡

(e)充てん速度ほプロパン液の品質,湿度匿よって

異なるので,プロノペソポンプの送圧を調整する｡これ

はプロパンポンプの吐汁=王力と配管中のバイパスライ

ンの手動バルブによって調整する｡

(f)充てん 放とプロノミンポンプ出人口の差任との

関係は舞5表に示すとおりであった(ただし予備充て

んをせず一木の充てん時間を測定した)｡

したがって予備式であれば

で克てんすることができる｡

旺31(g/cm3で約20秒

(g)所定重量のプロパン液がボンベに封入される

と,はかり台の秤什の上昇により充てん機のレバーが

押L上げられる｡同時にダイヤフラム弁内の拝縮空気が外部に

吐き出されて同弁が閉じ,プロ/くソ液の流入が止まる｡かくして

少数の作 員で安全迅速に充てん作 を行なうことができる｡

(h)タソクローリへの払出作業もおおむね同様の操作によっ

て行なわれる｡

(5)プロパン圧縮機またはプロノバソポンプの故障の場合

第5表 プロノミン充てん速度とポンプ差任の関係
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万一,プロパン圧縮機,プロパンポンプのいずれかが故障した

場合,プロパンポンプがプロパン圧縮棟を使用して受入,払H作

業を進め得るよう考慮してある｡たとえばプロパン圧縮横が故障

した場合には,プロパンポンプを使用して受入,払出が可能であ

る0またプロパンポンプが故障した場合には,プロパン圧縮機

で,受入,払出ができるような配管系統になっている｡

設備配置の概要を弟d図に示す｡

る.LPG低温貯蔵装置

占･1設 備 概 要

大容量のLPGを貯蔵するためには高圧貯蔵ではタンクの肉厚の

関係上,タンクの数が多くなるため需要の増大とともに低圧にして

大容量のものを貯蔵する方法が用いられている.｡

本装置は1962年2月,中近東よりLPGがタンカーにて低圧貯蔵

の上愉入されるので,その受入基地が必要となり,今L咄第7図に示

すような受入設備が計画された｡)これはわが国で初めて実現する大

容量のLPG貯蔵基地である｡

受入れるプロパン,ブタン液の貯蔵容義はいずれも5,000t,圧力

1･07kg/cm2absで,温度はプロパンで-42OC,ブタンでOOCの絃

化状態で輸入される｡

本装置の設備は次の3系統に分類される｡

(1)受入充てん設肺

(2)貯 蔵 設 備

(3)移充てん設備

口立製作所としてほその心臓部である貯蔵設備を担当施行した｡

なお球形タンクは発注元,日立製作所の共同製作によるものである｡

設備内容としては球形タンクを低温,低圧に保つための発生ガス

回収用圧縮機,ならびに再液化後再びLPG液を低圧タンクへ戻す

一連の設備である｡

る.2 計 画 条 件

(1) プ ′ヽ ン′

評

貯 蔵 ガ ス

タ ンク 仕様

タンク貯蔵圧力

タンク貯蔵温度

タンク貯蔵量

(2)ブ タ

貯 蔵 ガ ス

タ ンク 仕様

タンク貯j 圧力

タンク貯蔵混度

タンク貯蔵量

木装腔は内容積

第44巻 第2号

プロパソ(C3H8)

29mて)×201nH

200～700mmAq

-42ロC

5,000t

ブタン(C4HlO)

29mゥ与×20mH

200/-･･-700111mAq

OつC

5,000t

12,000m8のタンク内に貯 されたプロノバン,

ブタン液が外気(夏季350C,冬季0つC)の影響を受けて蒸発するた

めに,圧縮機を利用して液化回収し代任貯蔵タソクへ圧送するこ

とを考慮してある｡

なおこのほか,脈より荷上げする際の発′巨ガス,および石仙分

解によるプロパン,ブタンの高圧液化ガスを低圧タンクに貯威す

る場合の発生ガスの再液化も計画されてある｡系統図は第7図に

示すとおりである｢〕

る･3 主要校器の概略仕様

主要機器ほ下記よりなる(弟d表)｡

(1)圧 縮 機

(2)油 分 離 器

(3)汀を 分 離 諾‡

(4)凝 雛 器

(5)受 液 ミ器

(6)油 だ め 器

(7)ガスパージャ

(8)自 動 計 器

(9)配 管

る･4 配管系統および操作
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備 系 統 図
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第6表 主要機器類の概略仕様

プlコ′j_こ,Jヱノ系統

BTD-WCC(

10m3/min

-35JC

80kW

300乍ち×900H

立形円筒coil内蔵式

750¢×2,300H

ASTM A-212

970¢×4,800L

300～ち×900H

7【ムス111コング社製自動式

液面指示調節計,圧力制御調節訂

ブ タ ソ 系 統

HSD-WRA(往復動)

5m3/min

5UC

22kW

400¢×1,200H

立形円筒coil内蹴式

500†ixl,5つOH

SS-41

970¢×4,800L

300¢×900H

アームストロソグ社製自動式

液面指示調節計,圧力制御調節計

第8図 LPG低温貯蔵設備用圧縮機

第9図 LPG低温貯蔵設備全景

全体系統図弟7図により操作せ説明する｡

なお,プロノペソ系統,ブタン系統は作用が同一であるため,

パン系統についてのみ述べる｡

(1)LPG受入操作

プロ

(a)低圧で貯蔵されてきたプロパン液は船内ポンプにより

(イ)のラインからフローメークを通り,プロパンまたはブタソ

の貯蔵タンクヘ圧送される｡この際発生したガスは圧縮枚で回

収される｡

(b)つぎに電動弁MV-1によってタンク入口弁を開放し,タ

ンク内圧力上昇しないようにしてタンクの浦面指示計により

LPGを受入れる｡この際旺縮機は自動容量調 iこより,常時タ

ソク内を一定圧力に維持するように運転されている｡

(2)LPG回収操作

い て

7ワン貯硫ダンク

べ-げライヴ

l

[]

0

7ワン洒ポンプ

[コ
温水ポイラ

減圧装置

スタンド

⊂コ ロフ

⊂]温水ボン78

[コ[コ

[コ
]主動7Jロワ

i星全署言

刀■ヌタンク

タン圧縮機
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節10図 ブタン貯蔵供給設備配置図

(a)低圧貯蔵タンク(A)より回収されたガスは圧縮機吸入側

に回収され,圧縮されて,凝縮器で冷却され,受液槽に一時貯

蔵される｡

(b)受液槽内の液化プロパンは液面指示調節計により一定液

面を保ちながら,PV-1より断熱膨脹後低圧クソクへ戻す｡こ

の際,高圧プロパン液は断熱膨脹して低温液になり,一部蒸発

する｡この発生ガスは圧縮機に回収され低圧タンクは一定圧に

維持される｡

(3)LPG移充てん

(a)(A)タンク内に貯蔵されたプロ/くソ液は-420Cになっ

ており,圧力も低いのでPO-1,2のポンプで昇圧し,プロパ

ソ加熱器で常温まで温度をあげ,高圧貯蔵タンクPPへ移充て

んする｡

(b)つぎに高圧タソクよりタンクローリまたはタソク車にさ

らに移充てんして市販される｡この方法は高圧貯蔵タンクの項

を参照されたい｡

る.5 本設備の特長

(1)冬期,ブタン圧縮器に吸入されるブタンが配管途中液化す

る危険があるため,これの防止のため液分離器をもうけ,これに

吐出ガスを導入し,その熱量によりガス化するよう考慮した｡

(2)プロパンガス,またはプロパンブタン混合ガスは上記のよ

うな危険はないが,夏季,ガスがスーパーヒートする危険がある

ため,液分離器中に冷却コイルを設け,圧縮棟能力の増大を計っ

た｡

(3)圧縮機は横形とL吐山側を下向きに向け液化によるリクイ

ドハンマの防止を考慮した｡

(4)系統をプロ/くソ,ブタソ申用とプロパン,ブタン 用の系

統に分刃-,種々な使いわけを可能とした｡

(5)低温材に対しては十分考慮した｡すなわち,-420Cライソ

に対してはアルミキルド鋼を使用した｡

置に対し十分考慮した｡

7.LPGのガス化供給装置

7.1設 備 概 要

最近,都市ガスのない地域に 設される団地にLPG貯j タン′ク

を設け(おもにブタン),それを空気で希釈して都市ガス同様に各家

庭に配給する大島供給方法が盛んに行なわれるようになった｡これ

らは前述の高圧貯j タソクから気化器(ベーパライザ),混合器(ミキ

サ)を経て圧力300mmAq 度,発熱量4,500kcl/m8の状態にし
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付属電動棟

へ､-･ノ

式

元

品

第44巻 第2号

耐圧防爆形 0,4kW

ミライ ザ

立形P~J筒式

外 径 250mm¢

さ 2.462mm

気化能力 80kg/h

耐面計および液面調節計

ワロブ動

ルーツ2

口

吐 出

径

量

第11図 ブタン貯蔵供㈲設備円己管系統l玄!

てガスタンクに貯蔵される｡いま,ブタンガスを4,500kcal/m3の

発熱量にするにはブタンガス1容に対し空気を約5.5容を混じる必

要があり,結局1m3のブタンガスは大体6.5m3の4,500kcal/m3

ガスとなる｡

設備配置の概要を策】0図に示す｡

7･2 計 画 条 件

処 理

処 理

ブタン貯蔵量

発 熱 量

供給元圧力

ガス貯蔵量

ブタン空気希釈ガス

80kg/h(べ--ノぺライザ)

10t

4,500kcal/m8

300mmAq

lOOm3

7･3 主要機器類の概略仕様

(1)ブタン10t球形タンク

内 容 物

本 体 材 質

内 容 積

球中心 高

本 体 内 厚

設 計 圧 力

気密試験圧力

耐圧試験圧力

熔接部検査

(2)ブタン圧

動機

(3) ブタンポンプ

形 式

諸 元

液化ブタン

WEIJCON-2H(高張プJ鋼板)

231113

3,000nュm

9mm

9kg/cm3

10kg/cm2

15kg/cm2

全線Ⅹ線検査(JIS2級以上)

立形1段任縮

口 径

気 筒 径

回 転 数

気 筒 数

吐 出 量

耐圧防爆形

複動ピストン式

1in

75mm¢

58mm

630rpm

4

38,7m3/h

5.5lくW

径 入口1in 出口1in

転 数 120rpm

80kg/h

付 属

元

吐出圧力

付属電動機

空気側

2×2in

l,100m3/h

400mmAq

ブタン側

4×4in

200m8/h

400mmAq

耐圧防爆形 2.2kW l台

(6)ガスホールダ

形 式 立形円筒水封式

諸 元 外 径

菌

容

出入ノズル

内 圧

5in入6in出

300mmAq

安全器,基メータ

6,000mnl(ち

5,500mmH

lOOm3

7･4 配管系統および操作概要

配管系統図は弟11図に示す｡

(1)ブタン液受入操作

本操作は前記のプロパソ液受入操作と同様の要領で行なえばよ

いが,ブタンはプロパンに比べて蒸気圧が低いので,特に冬季に

おいては受入速度が低下する｡

(2)ガス化操作

(a)ブタン球形タンクの液出口バルブ(1B)を開きブタンポ

ンプを運転する｡

(b)温水ポンプを運転し,温水ボイラに点火してベーパーラ

イザに温水を送る｡

(c)ベーパライザの液而が異常に上昇した場合には液面制御

器によりブタン液入口弁を閉じると同時にブタンポンプも自動

的にf･jく止する｡

(d)減圧器,低任レシーバを経てミキサに行き,ここでブタ

ンガス,空気が1:5･5の割合で混ぜられ主メータを通ってガス

ホールダに貯えられる｡

(e)いま,ガスホールダが満配になると上限接点が開き連動

ブロワを停止する｡また,貯蔵ガス量が減ると下限接点が閉じ

運動ブロワは自動的に運転される｡

8.結 言

以上LPGプラソトとして前記の高圧充てん設備,低圧貯蔵設

備,およびガス化謝榔こついて述べた｡これらは運転後日は浅いが

柾々のすぐれた特長が発 されている｡

最近,貯蔵タソクにはLPGの輸入問題にからんで低圧大容量タ

ンクの建設が各所で計画されており,従来の高圧貯蔵タンクにも逐

次大形化の傾向が見られる｡このほかに各種の変成改質装置があ

り,ここで述べたことはLPGプラソトとしてはその一部にすぎな

い｡いかなる装置でも経済的でしかも運転,管理の容易なことを目

にLて,今後,LPGに関する諸設備の発展に馬与したいと考え

ている｡つ




